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「都道２路線」新設問題に関する市民意向調査 

 市長、 「世論誘導」 を狙う設問  
結果に疑問を持たれる不公正な設問や添付資料は見直すべき 

 

昨年１２月の市長選で大きな争点となったのが

「都道２路線」新設問題でした。 

現職・西岡市長は、当初、東京都の事業だから市

がどうこう言う立場にないという無責任な姿勢で

したが、態度は二転三転、市長選の時点では一応、

「市民の望まない道路はつくらせない」と大きくビ

ラに書いていました。「定見がない」というのはこ

ういうことを指して言うのでしょうか。 

一方、新人・かわの候補は「都道２路線」新設に

「条件付き賛成」の姿勢を明示し、新人・森戸候補

は「きっぱり反対」の姿勢を示しました。 
 

なぜか回収された設問（案） 
 

 市長選が終わり、西岡市長は、今年２月末に実施

する予定の市民意向調査の設問（案）や同封する資

料（案）を市議会の全会派に提示しました。 

市長側は提示したものの、なぜかしらその場で

回収。議員の手元には残りませんでした。これでは

市民の皆様に「案」の内容をお知らせすることがで

きません。そこで私は、１月９日、市長に対して情報

公開請求しました。 

その結果、１月２０日、私に対して「案」が公開さ

れました。一定の分量があるので資料（案）の方は

掲載できませんが、設問（案）を裏面に掲載しまし

たので、まずは御一読ください。 
 

計画推進項目は「８項目１６行」 

計画反対項目は「７項目１０行」 
 

 市長側が提示した設問（案）は全部で１６項目あ

るのですが、１６項目目は自由記入なので、実質的

な設問は１５項目あります。このうち、「都道２路線」

新設のメリットを掲載しているのは奇数の番号の

項目で計８項目、行数は１６行を使っています。一

方、新設のデメリットを掲載しているのは偶数の番

号の項目で計７項目、行数はわずか１０行だけです。

この時点で、設問（案）の作成者である市長の意図

がある程度推定することが可能です。 

 私は、市長側に、「項目数や行数を平等にして、世

論誘導をしたと言われないようにした方がいいの

ではないか」と指摘しました。 
 

さらに露骨なのは資料（案） 
 

 今回は掲載できませんでしたが、さらに露骨なの

は資料（案）です。 

 南北道路（３・４・１１号線）の計画図には、説明と

して「３・４・１１号線予定地周辺では、生活道路を抜

け道として使う事を抑制するために、年間約２２０

万円で交通誘導員を配置し、時間帯によって通行

制限を行っています。」とだけ記載されています。

東西道路（３・４・１号線）の計画図には、説明として

「３・４・１号線はムジナ坂やはけの小路の直上を通

過していく計画となっています。ムジナ坂は大岡昇

平「武蔵野夫人」ゆかりの地です。」とだけ記載され

ています。 

 これでは、市民意向調査において「世論誘導」が

あったと批判されても仕方ない事態となります。

「市民の望まない道路はつくらせない」と大言壮語

する市長自身が、望んでいるかいないかを「演出」

するのはいかがなものでしょうか？。 

設問や資料を作成するにあたっては、事案に対

する中立性の確保が何よりも大事です。   （了） 
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